


 
 
 

序 文 
 
 
農水産業はアフリカ地域の GDPの３割、就業機会の 6割以上を生み出す、域内最大

の産業部門であり、その開発、振興は地域全体の経済、社会的発展のカギを握る。対外

貿易面でも、アフリカ地域の輸出の 4割が農水産物・同加工品で占められており、偏在
する鉱物・エネルギー資源と比較して、当該産品は地域横断的な主力輸出品となってい

る。 
 
農水産業での生産性・付加価値向上と商品多角化、輸出促進は、域内雇用機会の創出

や外貨収入の増加、輸入代替の促進など多大な経済効果をもたらす。このためアフリカ

各国は、当該産業の育成と外国市場へのアプローチ強化を新たな中長期地域開発戦略

NEPAD（アフリカ開発のための新パートナーシップ）の中でも重点課題の一つに盛り
込んでいる。一方、近年では域内の政治、経済的安定が着実に広がるなか、米国やアジ

ア系企業などによる当該分野への新規参入の動きもみられ、欧州系企業の独壇場であっ

た過去のイメージも徐々に変化しつつある。 
 
本報告書は、本会アフリカ域内ネットワークを駆使し、アフリカ域内主要 12カ国の

農水産業および同加工品分野において、近年、生産・輸出、外資参入、政府・公的機関

の育成支援が強化されている品目を抽出し、生産・流通構造、主要市場、資源量、品質、

生産・技術供与主体、成長潜在性・課題など諸要素を網羅的に調査、「アフリカ食品ガ

イドブック」の形に取りまとめたものである。本書が我が国企業にとり新たな対アフリ

カ・ビジネス機会（輸入品発掘、各国市場の開拓、開発輸入等）の端緒となり、また

NEPADの理念を側面的に支援するものとなることを祈念する。 
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Ⅰ．エジプト食品産業・農産業の現状 

 
１．歴史的背景 

食品加工業は 19 世紀前半に始まったエジプトで最も歴史が有り、今日もなお、繊維

産業、機械産業、化学産業と並んで最も重要な位置を占める製造業である。また、食

品産業の発展は、先史時代からナイル側の恩恵を受けてきた農業の資源背景と密接に

関連しているといえよう。また、ビール、ワインなど一部の品目に関しては、遺跡か

ら発掘された土器などから古代エジプト文明の頃から製造技術が確立されていたこと

がうかがわれる。 
一般的には食品産業の設立は、繊維産業と同じく 1930 年代まで遡り、52 年の革命

時には既に繊維産業に次ぐ製造業に成長していた。60 年代の国有化を経験し、一時付

加価値額に見る比重は低下したが、90 年代後半に入って、市場経済化のもと拡大を続

けている。 
加工食品の原料としての農水産業は、ナイル渓谷と下流域に広がるデルタ地帯を中

心に古くから営まれており、更に近年になってトシュカなどの南西砂漠地区やデルタ

西部及び東部、シナイ半島でもダムを利用した灌漑用水や地下水を利用した農業開発

が進んでいる。 
 

２．産業全体に占める食品・農産業の位置付け 

食品加工業の生産額はおよそ 50 億ドル（99／2000 年度）で、製造業全体に占める

割合では付加価値額の 18％、労働者の 20％を吸収している。登録された企業数は 1,000
社を超え、うち 95％は民間企業である。原料は主として国内で生産される高品質かつ

廉価な農作物であるが、砂糖、食用油脂、穀類、乳製品は一部輸入された物を加工し

ている。 
農業部門で取りあげると、現在 GDP の 17％、全雇用の 29％を占め依然として基幹

産業の一つではあるもののその比重は 1970 年頃に比べると減少傾向にある。 
2000 年の商品貿易全体に占める食品・農産品の割合は、輸出が 17％、輸入が 27％

となっているが、10 年前のそれに比べると比重は低下している（それぞれ 20％、39％）。 
 
図表１：製造業における部門別構成比（付加価値額）の推移（単位：%） 
  1990 年 1999 年 
 飲食料品・たばこ 19 18 
 繊維・衣類品 15 12 
 機械・輸送機器 9 13 
 化学 14 14 
 その他 43 43 
 合 計 100 100 
 付加価値額計（100 万 US$） 7,296 16,286 
出所： 世界銀行 
 
 



 16,951 19,140 20,434 鉱業・石材 277  344  320  繊維 8,586 9,421 10,095 木材・同製品 416  475  541  紙製品、化学・同製品 8,408 10,087 9,841 医薬 2,729 3,425 4,257 卑金属製品 4,425 6,198 6,247 金属製品 5,827 5,796 8,771 金属機械・機器 6,867 7,895 7,894 電気機器類 3,043 3,161 3,313   合  計  57,529 65,942 71,713出所： 中央動員統計局（※印刷・出版など一部除く）

 

３．産業の現状と推移
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後半のナセル大統領時代に着工したアスワン＝ハイダムの完成を経て、農地は順調に

国土に占める耕地比率は約 4.0
• j • B

を合わせたエリア。

主要作物は、さとうきび、綿花、クローバー、小麦、野菜類、豆類。

河建設で周辺地域へと農地開拓が進んでいる。主要作物は、綿花、小麦、米、クロー

バー、とうもろこし、野菜・果実類である。

地域を含むエリア。1997 年発表の「国家 20

大規模プロジェクトがスタート。既に揚水基地は一部完成し、農業が行われていると

豆類などが作られている。

部は天水依存の農業地帯である。これ

 



② 

じゃがいもや砂糖きびなどをはじめ恵まれた気候の中で多様な作物が栽培されている。

エジプトでは農地の大部分で二毛作ないし二期作

ムの完成で洪水の防止が可能になり、多様な作付けができるようになっている。近年

。、玉ねぎで、夏には綿花の他に、米、メイズ、砂糖きび、じゃがいもなどが獲れる。

1990 年代に、農業省が農業部門の生産効率化に取り組んだ結果、2000／2001

データとして以下の成果がみられている。

a）作付面積が830 万フェダン（1 ƒtƒFƒ_ƒ“‚Í–ñ 4,200 ‡u•j‚Æ–ñ20 ”NŠÔ‚Å210
ƒ_ƒ“Šg‘å•i30） 。

b）耕作面積が 1,520 万フェダンと同期間で 400 万フェダン拡大（38） 。

c）農業生産額が 739 億 LE と同期間で 13 倍増。

d）農業部門の年平均成長率が1980 年代の 2.6%から、1990 年代に 3.4%、1997／

年度から 2000／01 年度に至る 5 ヵ年計画では 3.8%へと伸びている。



 6,022 6,062 6,380 6,286小麦 2,512 2,486 2,380 2,342野菜類 365  402  608  505そら豆 320  355  351  368大麦 148  137  224  237てんさい 50 64 128  143玉ねぎ 41 40 90 61にんにく 13 17 25 22

 5,682 5,995 5,854 6,015メイズ 1,751 1,636 1,561 11 米 1,400 1,550 1,559 1,340野菜類 525  612  760  885もろこし 352  360  384  354ピーナッツ 106  102  141  151じゃがいも 91 137  72 66ごま 72 67 67 68

 741 642 598 590メイズ 382  318  297  277野菜類 153  127  153  164じゃがいも 107  59 45 47もろこし 11 11 10 12

 12,445 12,699 12,832 12,891•o•Š•F”_‹Æ•E“y’nŠJ‘ñ•È•i1）11月～翌年 5 • A • i2）3、4 月～9 • A • i3）5 月～10 月

（※作付収穫期により３つに分類される）

 







）

穀物 263.3 280.8 6.6でん粉 20.1 22.6 12.4糖類 31.7 33.8 6.6豆類 7.1 7.0 -1.4採油性作物 2.7 8.3 207.4植物油 6.9 12.2 76.8たまねぎ・にんにく 15.0 18.2 21.3野菜 94.4 134.2 42.2果実 75.3 101.2 34.4

 72.1 113.7 57.7肉（魚を除く） 12.2 19.7 61.5乳製品（卵を除く） 50.4 77.5 53.8卵 2.8 3.1 10.7魚肉 6.7 13.4 100.0

 591.2 730.0 23.5出所：農業・土地開拓省。



•H•i•E”_ŽY•i–fˆÕ‚Í•A—A“ü‚ª—A•o‚ð‘å‚«‚•ã‰ñ‚é•P•í“I‚È•ÔŽš•\‘¢‚Å•A2001
ƒ^‚Å‚Í—A•o‚ª4 億 300 –œƒhƒ‹•A—A“ü33 億 3,800

体の貿易赤字縮小傾向と合わせて、食品・農産品についても 2
•¬‚µ‚Ä‚¢‚é•B

図表 12：食品・農産品輸出入の推移（単位：100 万 US$ ）

   年 1997  1998  1999  2000  2001  2002*

）

 330 422 377 409 403 341動物・同生産品 23 27 25 15 15 15植物性生産品 247  356  289 312  302  256油脂・調製食用脂・ろう 13 7 29 24 18 12調製食料品・飲料・アルコ

ール・食酢・たばこ 

47 32 34 58 68 57

 13,233 16,502 16,019 14,015 12,634 9,297
3,502 3,518 3,683 3,597 3,338 2,568動物・同生産品 482  537  723  725  569  363植物性生産品 1,667 1,620 1,731 1,804 1,741 1,460油脂・調製食用脂・ろう 489  538  418  305  175  156調製食料品・飲料・アルコ

ール・食酢・たばこ 

864  823  811  763  853  589

 -3,172 -3,096 -3,306 -3,188 -2,935 -2,227
 -9,101 -13,249 -12,437 -9,291 -8,537 -5,690出所：中央動員統計局。※2002 年は 1-9 月。
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•i–Ú•Ê‚Å‚Í•A2001／02 年度で、米7,900万ドル、ハーブ類 2,900

も 700 地域別では、 2002 年 1-9
•o•æ‚Í•A’†“ŒƒAƒ‰ƒu•”•‘‚ÆEU
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•i–Ú•Ê‚Å‚Í•A•¬”ž4 億 8,900 万ドル、メイズ 3 億 9,500 万ドル、動植物性油脂3
7,200 万ドル、乳製品・蜂蜜 1 億 1,200 万ドル、製糖 4,800 万ドルなどである。
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•j“™ 59
Ží 16 –œƒhƒ‹•A—â“€ƒ|ƒeƒg10

ƒIƒŒƒ“ƒW•Eƒ}•[ƒ}ƒŒ•[ƒh•j‚Å‚Í•A“ú–{‚Ì—A“ü•iŽs•ê‚É‚¨‚¢‚Ä•A‰p•‘‚ð”²‚¢‚Äƒtƒ‰ƒ“ƒX
‚ÉŽŸ‚®ƒVƒFƒA20.1•“‚ðŒÖ‚é‘¼•AƒRƒŠƒAƒ“ƒ_•[Ží‚à1 ˆÊ‚Ìƒ‚ƒ•ƒbƒR•i79.9

—£‚³‚ê‚Ä‚Í‚¢‚é‚à‚Ì‚Ì•A“¯ 7.4•“‚Å2 ˆÊ•AŠ£‘‡‹Ê‚Ë‚¬‚à“¯ 3.2



）   127 56 4 -92.9（2）原材料 3,184 2,652 924  -65.2（3）鉱物燃料 93 48 56 16.7（4）工業製品  899,865 694,258 544,757 -21.5（5）特殊製品   32,746 37,021 31,986 -13.6 

日本の輸入品目／年 1999  2000  2001  伸び率% 総額 134,995 157,236 76,023 -51.7

）  4,395 5,648 5,847 3.5
 1,225 1,824 1,375 -24.6

 529 509 450 -11.49
 609 628 229 -63.6
 - 104 260 150.7

 - 31 163 431.4
 67 141 104 -26.2

 367 597 841 40.8
 11  1,772 2,543 43.5
 - - 61 9999.9

 - 418 596 42.5
 21 8 23 183.0

 - 4 43 976.9（2）原材料 17,468 15,741 17,276 9.8（3）鉱物燃料 103,190 124,809 36,668  -70.6（4）工業製品  9,170 9,470 14,400 52.1（5）特殊製品   772 1,567 1,832 16.9」 （通関ベース）よりジェトロ作成」  
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エジプト消費者

りつつある。これまで比較的小規模の専門店で買い物をしていた人々のうち、特に富

裕層を中心に、品揃えが多く、品質が良い。しかも清潔で 1
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この他、ギザの 10 月 6 日市（6th of October市）にも市場がある。

４．主要加工食品の動向

乳及び乳製品、食用油・同関連製品、菓子類、飲料などである。

 過去 10 ”NŠÔ‚É10
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トンが加工されているのみである。

 エジプトは世界第 5 •A”N 3
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１）乾

め、埋葬ミイラの防腐剤として使われたミルラのように、その歴史の深さと品種の多

ー（ ITC ）の2000

によると、輸出額世界シェア 1 ˆÊ‚Ì 17•“•i381
ƒp•[•iƒV•[ƒh•j‚ð•M“ª‚É•AƒNƒ~ƒ“•iƒV•[ƒh•A260 –œƒhƒ‹•EƒVƒFƒA6 位・3

（シード、 156 シェア 8 ˆÊ•E5ƒC•iƒV•[ƒh•A 64 万ドル

シェア 5 位・6•“•j‚È‚Ç‚Æ‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•BƒtƒFƒ“ƒlƒ‹•EƒWƒ…ƒjƒp•[‚Ì61
ƒ~ƒ“‚Ì 66％はモロッコへ輸出されている。
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図表 15：冷凍食品上位 10 社 
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多数の巨大多国籍企業が国内市場だけではなく、エジプトの戦略的な地理的要因

ら周辺市場参入も目論んで進出してきている。ネスレ、ハインツ、ケロッグ、キャド

図表 24
ƒWƒAƒ‰ƒrƒA‚Ì2

ƒgƒ}ƒgƒy•[ƒXƒg¥ƒ\•[ƒX‚Å—L–¼‚ÈƒnƒCƒ“ƒc‚â•””N‘O‚É’nŒ³–¯ŠÔŠé‹Æ‚Æ‚Ì•‡•Ù‚ÌŒ`
’nŒ³ƒTƒvƒ‰ƒCƒ„•[‚Ì•iŽ¿Œü•ã‚É–ð—§‚Á‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‹C‚ª

2002 ”N‰ºŠú‚É‚Í•AƒIƒ‰ƒ“ƒ_‚ÌƒnƒCƒlƒPƒ“NV ‚ª•AƒAƒ‹•EƒAƒnƒ‰•[ƒ€ˆù—¿‚ÌŠ”Ž®98
を約 2 億 8,700 スイスのヒーロー Hero

ジャムメーカーSEFIAA グループの株式の65大型 M&A

（ミスル  
ƒ“•EƒtƒBƒbƒVƒ“ƒO••ƒtƒBƒbƒVƒ“ƒO¥ƒvƒ•ƒZƒbƒVƒ“ƒO/ Swana）1 件のみである。

図表 20：分野別外国投資認可額（金額単位：100 万 LE）

2002 年 6 月末累計投資先 
200 1 年 12 月

末累計総額 アラブ資本 その他

外国資本 

総額 増減率

(%)国内向け 25,235 12,654 13,757 11  4.7製造業 10,360      4,150 6,412 10,562 1.9農業 818      626 242  868  6.1建設 2,218     382 1,958 2,340 5.5観光 5,055     3,140 1,881 5,021 -0.7金融 3,926 2,547 6,473 サービス 
(6,787) 

430  717  1,147 
(12.3)フリーゾーン向け 6,443 3,373 2,441 5,814 -9.8

31,678      16,027 16,198 32,225 1.7出所：投資フリーゾーン庁（GAFI ） 注：2001 年 12

‚Ä‚¢‚é‚½‚ß•AŠ‡ŒÊ•‘‚«‚É‚Ä‹L‚µ‚½•B‘•Œ¸—¦‚à—¼•ª–ì‚Ì•‡Œv’l‚Æ‚µ‚Ä”äŠr•B



アラブ諸国を除く  1,482サウジアラビア 64 642クウェート 16 303 UAE  5 28リビア 6 12ｱﾗﾌﾞ 

カタール 3 8

アラブ諸国分  1,229

  2,711出所：投資フリーゾーン庁（GAFI）

1991 ”N–@—¥203 •†‚ÅƒŠƒXƒg‰»‚³‚ê‚½•A‘Î•ÛŒö‰cŠé‹Æ314 ŽÐ‚Ì‚¤‚¿•A2002 年 9
•Ý190 •B•}•\ 22

• j •AƒGƒNƒX
ƒgƒ‰ƒNƒeƒbƒh & 

既に部分的に民営化された企業を含む、

残りの対象食品企業数は 22 社。

近年民営化

がつかないこと、すでに収益性の高い企業は売却済みであること、希望売却額と入札

投資等の改善につながる手法として期待される。2003 年に入って食品関連 1
ƒtƒBƒi•A•Û‘¶•H•i•j‚ðŠÜ‚Þ8 社が提示された。

業などがまだ国の管轄下にあることも一因である。

 





１．生産開発政策

1997 ”N‚É”•\‚³‚ê‚½•u 21 •¢‹I‚ÆƒGƒWƒvƒg•v‚Æ‘è‚·‚é2017 ”N‚Ü‚Å‚Ì 20
•‘‰ÆŒv‰æ‚É‚¨‚¢‚Ä•A•H•i•E”_ŽY•i‚É‚Â‚¢‚ÄˆÈ‰º‚Ì’Ê‚è•G‚ê‚Ä‚¢‚é•B

部デルタ地区など新たな地域へ開発を拡大させることと共に

おける農産品の品質改善努力が求められている。地域別では、北部の新規地域では、

こうというのが、政府の目標である。

2002／03

通り目標を設定した。

① 

・インフラ開発 110 万フェダン（うちエジプト南部・ニューバレー地域が 49） 。

・土地開墾・耕作 107 万フェダン（同 54％）

 ※政府の関与は、インフラ開発 55％、土地開墾 16％。

（米、

。 （図表 25 ） ） 。

・食肉・乳製品の生産拡大

・農業生産年平均 3.7%増達成（初年度 3.4） 。

・その他の農業政策

・水資源改善（利用合理化、地下水の適正利用、再利用の拡大、砂漠の貯水池設置）

・農家収入増（技術の向上、農業関連事業の勧奨など）

・生産性向上（灌漑事業拡大、遺伝子研究の農業利用ほか）

・農産品貿易収支改善（輸出作物（野菜・果実など）増加と国内生産拡大を通じた

） ）

 





① 

a）生産面： 生産・検査手続き及び有機農場の活動編成

 輸出産品への土地割当

 農業省と外国貿易省との協力

 輸出開発の方向性と農薬知識の周知

b）税制面： 戻し税適用による輸出支援

c）輸送・設備面： 農業目的の陸送コストの低減

 内陸輸送関連品目に係る税の削減

 近隣国との協定締結による運輸体制の構築

 カイロ空港とボルグ・アラブ空港（アレキサンドリア郊外）に

おける冷蔵保管庫の竣工

 航空輸送料金への補助

d）その他： マーケティング、品質標準化、ロゴマークの発行・奨励と実行

‡A 

a）生産面： 中小企業に対する技術支援

 海外食品商業会議所との交流を通じた知見の吸収と合弁の模索

 国内外の市場情報を備えた最新情報センターの構築

b）ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ面： 投資家、国内外機関との協力による海外見本市・会議等への参す

ると共に「MADE IN EGYPT」のロゴを作成

c）法制度面： 食品生産・輸出に係る法制度の見直し

 国際基準に合致する国内製品仕様・基準の構築

 寡占・独占からの保護や特許等の保護に向けた規則・基準の確立

 



332 291 294 367 459 573 25綿花 440  398  325  341  358  376  5

772 689 619 708 817 949 15出所：輸出入管理公団

※2000 年の数値は最初の9 ƒ–ŒŽŠÔ‚ÌŽÀ•Ñ‚ðŠî‚ÉŽc‚è3 ƒ–ŒŽ•ª‚ð•„’è‚µ‘«‚µ•ã‚°‚½‚à‚Ì•B
 
 
図表 25• F •u—A•oŠJ”•í—ª•v‚É‚¨‚¯‚éŽå‚È•H•i—A•oŠz‚Ì•„ˆÚ•i’PˆÊ•F•S–œƒhƒ‹•A%）

達成額 目標額品目 1998  1999  2000 2001  2002  2003  

2001 -
年平均目

標成長率食物繊維・

同製品 

4 17 5 8 13 20 60冷凍野菜 16 13 9 11 13 16 20乾燥野菜 17 17 14 16 19 22 16加工果実 18 29 18 19 20 21 5植物油脂 8 6 5 6 8 10 5糖製品 8 9 22 30 41 57 37果汁・ｼﾞｬﾑ 5 8 11 16 23 34 46食品添加物 6 5 5 6 7 8 17       食品総計 87 148  191  233  296  391 27出所：中央動員統計局 （食品総計はその他を含む）

繊維製品及び食品・農産品輸出について既に適用されており、政府は 2001

2003 年まで毎年 5 億 LE

給される。ほとんどの野菜・果実は重量に応じて、加工食品は価額に応じて品目毎に

支払いレートが定められている（図表 26.27 ） 。

 





•¬”ž‚É‚Â‚¢‚Ä 2003 年 1
’÷Œ‹‚µ‚½‘¼•AƒI•[ƒXƒgƒ‰ƒŠƒA‚Æ‚àƒGƒWƒvƒg‚ÌƒŠƒ“Ž_”ì—¿“™‚Æ‚ÌˆøŠ·‚¦‚É’·ŠúŒ_–ñ‚ðŒ‹
ˆê•”‚ ‚Á‚½‚ª•A••{‚©‚ç‚ÍƒRƒ•ƒ“ƒg‚ª“¾‚ç‚ê‚È‚©‚Á‚½•B

ƒo•[ƒ^•[Žæˆø‚Í••{‚É‚Æ‚Á‚ÄŠO‰Ý—¬•o‚Ì—}•§Œø‰Ê‚ª‚ ‚è•A2003
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a•j•‘“àŽY‹Æ•ÛŒì‚ÌŠÏ“_‚©‚ç•A•²ƒ~ƒ‹ƒN‚É‚Â‚¢‚Ä2000 年 9 ŒŽ‚©‚ç200 “úŠÔ‹y‚Ñ
年 4 月から 1 年間セーフガードが発動され、輸入品に各々45％、15•“‰Û•Å‚³‚ê‚½•B

b‘å“•—Ì—ß 2000 年 106

入管理公団に一本化され、迅速・簡素化が図られた。

） 。

 



１．自由貿易協定の締結

エジプトは、同国が EU-地中海諸国

圏の交差点にあるという地理的条件を活かし、各経済圏と多国間或いは二国間で自由

貿易協定の締結に取り組んでいる。中でも、EU はエジプトにとって 4
’·”N‚ÌŒð•Â‚ðŒo‚Ä‚æ‚¤‚â‚ 2001年 6 ’ è • i

Agreement• j •v‚Ì•³Ž®’²ˆó‚É’H‚è‚Â‚¢‚½•B
同協定における交渉妥結が遅れてきた主要項目の一つが農業部門

1977 ”N‚É’÷Œ‹‚³‚ê‚½•u‹¦—Í‹¦’è•iCooperation Agreement•v‚Å•AƒGƒWƒvƒg‚©‚ç
向けの原材料および工業製品は原則、無関税で輸出されているが、繊維製品、食品・

農産品など EU

合協定交渉においてもエジプト農産品輸出に対しては EU
EU •A•¨ŒŸ‰u‹K’è‚È‚Ç‚É‚æ‚è

Œü‚¯ƒGƒWƒvƒg”_ŽY•i—A•o‚É”Û’è“I‚È‰e‹¿‚ª•¶‚¶‚Ä‚«‚½•B‹¦’è’÷Œ‹‚É‚ ‚½‚Á‚ÄEU
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• A ‡ A EU
•A‡B EU
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ƒg•l–¯‹c‰ï‘o•û‚Ì”á•y‚ðŒo‚Ä”Œø‚Ì—\’è‚Å‚ ‚è•A 2003 年 2
•y‚Í•¬‚³ ‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢•B

EU-’n’†ŠC•”•‘‚Ìƒp•[ƒgƒi•[ƒVƒbƒv‚ðæ•‚Á‚½1995 ”N‚Ìƒoƒ‹ƒZƒ•ƒi•éŒ¾‚Å‚Í•A
年までに自由貿易地域設立を目標としている。この枠組みでモロッコ・チュニジア・

エジプトは 2001 年 5
—R–fˆÕ’nˆæ•Ý—§‚É•‡ˆÓ‚µ‚Ä‚¢‚é•B

２．輸入管理

EU
狂牛病が発生している EU

。雄牛で 24
月を超えない年齢で屠殺さ

認められており、2001 。

は禁止措置を 3 ヶ月毎に更新している。

３．変動相場制の導入と商品価格の上昇

から 2003 年 1
‚ðŽó‚¯‚Ä•AƒGƒWƒvƒg•Eƒ|ƒ“ƒh‘Îƒhƒ‹‘Š•ê•i‘ÎŒÚ‹q”„”ƒ•½‹Ï•j‚Í•A4.63LE ‚©‚ç





１．産業としての国際優位性

•»‘¢‹Æ‚É‚¨‚¯‚é 1995～1999 年の年平均労働コストは一人当り1,863

コ（ 3,391ア（ 3,599コ（ 7,958

ア（4,338 ル（ 21,150

全体に占める労働コストの割合も 6•“‚Å•A•ã‹L•”•‘‚Ì11～21
‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•B

ことなど恵まれた気象条件で豊作・不作の差が小さく、安定した農業生産が見込まれ

る点も大きな利点である（図表 29• j • B
 
図表 29：エジプト主要都市の気候

 1 月～12 月最高気温（℃） 19.7～35.3最低気温（℃） 6.7～21.4湿度（% ） 48～68ギザ

（中エジプト） 

月間降水量（mm） 0.0～4.5最高気温（℃） 24.3～41.1最低気温（℃） 5.6～23.8湿度（% ） 25～55ルクソール

（上エジプト） 

月間降水量（mm） 0.0～1.3最高気温（℃） 20.3～37.0最低気温（℃） 5.9.～23.3湿度（% ） 45～68ファイユーム

（中エジプト） 

月間降水量（mm） 0.0～3.1最高気温（℃） 19.3～34.4最低気温（℃） 6.7～20.4湿度（% ） 57～74マンスーラ

（下エジプト） 

月間降水量（mm） 0.1～11.1出所：気象庁 

２．産業の抱える問題点

全ての現場に当てはまる訳ではないが、散見される点として、

① 収穫・加工・販売各々の流通過程における衛生観念の不足等による品質劣化

② 同品質の農産物を大量に確保することの難しさ

③ 機械購入後のメンテナンス（農場）

④ 工場におけるムダ（5S

理の甘さ、労働者の意欲の低さ等）に起因する低い生産効率
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売価格より安い商品も実際にあることから、企業側で海外仕様の商品を国内に販売す

。 ）

日本市場を例にとると、輸出に成功している品目は、



いわゆる「加工食品」である。近年、ジャム、インスタント・コーヒー、乾燥野菜・

る M&A をもたらした（e.g. ハイネケン・グループによるア

製造技術の移転による生産性と

がると考えられる。

トが数千年も遡るハーブの歴史というストーリー性と豊富な原料背景を有することの

とは、市場ニ






